
- 1 - 

水   路   通 巻 第 141号   Vol．36  No.１    （平成 19年 4月） 

QUARTERLY  JOURNAL ： Ｔ Ｈ Ｅ  Ｓ Ｕ Ｉ Ｒ Ｏ （ HYDROGRAPHY ） 

 
も  く  じ 

 

海    図 海図に関する日英協力体制の構築－その２－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・仙石  新（２） 

捜    索  漂流予測精度向上への取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・深江 邦一 (９） 

研    究  サンゴ礁海岸での沖向流れ－離岸流 その 6－ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・西 隆一郎（15） 

研    究   東京湾再生への取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・佐藤まりこ（20） 

歴    史 中国の海の物語 中国ではなぜ科学文明の進歩が止まったか(4) ・・今村 遼平 (26） 

研    究 航路ブイの生き物たち（その３）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岡本  研（35） 

調 査 研 究  日本水路協会の平成 19年度調査研究事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・村井 弥亮 (43） 

コ ラ ム 健康百話(18) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・加行  尚（44） 

海 洋 情 報 海のトピックス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日本水路協会 (50） 

そ の 他 平成 18年度水路測量技術検定試験問題(その 110)沿岸１級 ・・・・ 日本水路協会 (53） 

コ ー ナ ー 海洋情報部コーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・海洋情報部（65） 

〃 協会だより ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・日本水路協会（75） 

  

 

◇ 平成 18年度水路技術奨励賞（46） 

◇ 平成 18年度水路新技術講演会（47） 

◇ 日本水路協会人事異動（49） 

◇ 平成 18年度１級水路測量技術検定試験合格者名簿（52） 

◇ 平成 19年度沿岸海象調査研修開講案内（52） 

◇ 海洋情報部関係人事異動（58） 

◇ 日本水路協会保有機器一覧表（76） ◇  水路編集委員（76） 

◇ 編集後記（76）  ◇  水路参考図誌一覧（裏表紙） 

 

 

◇ 編集後記（58） ◇ 水路参考図誌一覧（裏表紙） 
 
 
  

Establishing a JCG/UKHO cooperative framework on nautical charts -- Part 2 (p.2), 
Addressing to improvement of accuracy in drift-trajectory prediction (p.９), 
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掲載広告主紹介 － 株式会社東陽テクニカ，アレック電子株式会社， 

 株式会社離合社，古野電気株式会社，株式会社武揚堂 

お知らせ等 

表紙…「天橋立」けずり絵…稲葉 幹雄  海図製図材料「スクライブベース(着色)」の切り落としに 

        刃先で画線を削る作者オリジナル技法によるものです。 
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東京湾付近のデュアルバッジ海図（平成 18年 7,8 月刊行）
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２．どうやって海図を刊行するのか 

海図の体裁，記載内容，海図のラインアッ

プの他にも，まだまだ検討することは多かっ

た。そもそも，海図をどのように印刷し，ど

うやって販売店に届けるのか。航海安全のた

めには，海図は常に最新の状態にアップデー

トする必要があるが，そのためには，誰がい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ海図を直すのか。このような複製頒布に関

する具体的な作業手順を合意することには

様々な困難があった。 

（印刷版の作成） 

海図は以下のようにして作成されている。 

１） 海図の印刷に用いる海図と同じ大き

さのアルミ製の印刷版を海上保安庁

伊勢湾付近のデュアルバッジ海図（平成 19年１月刊行） 



     - 7 -

が作成し，複製頒布者（日本水路協

会）にこれを貸与する。 

２） 複製頒布者はこの印刷版を用いて海

図を印刷する。 

３） 水路通報により海図のアップデート

情報が出された場合は，複製頒布者

が在庫の海図を修正する。 

印刷版を海上保安庁が作成するのは，海上

保安庁が海図の内容を確定した後，印刷など

の工程で内容が変わらないようにするためで

ある。 

英国は，デュアルバッジ海図を英国で印刷

することを強く求めた。これはUKHOのポリシ

ーのひとつである。UKHOからみれば，他国で

印刷した海図を送ってもらうのでは時間もか

かり，英国海図として品質管理・在庫管理を

行うことが困難，と考えているのである。こ

れまでの方法に基づけば，英国で海図を印刷

するためには，海図と同じ大きさの印刷版を

日本から英国へと送る必要が生じるが，運搬

にかかる時間とコストが膨大であり，また運

搬の際に何らかの原因で版が傷つくといった

リスクも十分に想定されるため，現実的では

なかった。このため，デュアルバッジ海図で

は，英国に物理的に印刷版を送るのではなく，

印刷版を作るためのディジタルデータをイン

ターネットで送付し，これを用いてUKHOが印

刷版を作成することとなった。一言でディジ

タルデータと言っても，実際には様々な形式

がある。当初，英国にポストスクリプトファ

イルを送付することを想定していたが，ポス

トスクリプトファイルを用いると，地名の表

記など海図に使用されている文字が出力側の

文字フォントにより形状が変化してしまうこ

とが分かり，変化することのないアウトライ

ン１ビットティフファイルと呼ばれる形式で

送付することとなった。 

ディジタルデータから印刷版を作る技術を

CTP（Computer To Plate）技術と呼んでいる。

当部でもCTP技術の研究はなされており実用

化の目途は立っていたが，業務に取り入れる

段階には至っていなかった。CTPを海図作成工

程に取り入れたのは，デュアルバッジ海図が

初めてであった。このため，刊行に先立ち，

平成17年10月から東京湾の海図についてディ

ジタルデータを送付し，英国側で模擬的に印

刷するテストも行われた。ディジタル技術の

進展がなければ，デュアルバッジ海図は刊行

できなかったもので，デュアルバッジ海図の

刊行開始は，技術革新の賜でもある。 

（水路通報） 

水路通報についても様々な議論があった。

日本では，細かな事項でも水路通報に掲載し，

頻繁に海図を修正するが，英国では，水路通

報に掲載する事項は一般的に重要な事項に限

られている。デュアルバッジ海図を刊行する

ためには，英国が日本の水路通報を例外なく

全て採用する必要があった（UKHO の販売網か

ら海図を購入した利用者は英国の水路通報に

より海図を修正するからである）。これは，

水路通報に関するポリシーの相違であり，長

期にわたる議論となったが，最終的には英国

は日本の水路通報を全て採用することを受け

入れたのであった。 

また，デュアルバッジ海図は日英両国の水

路通報でアップデートが出来るよう海図の欄

外には両国の水路通報の項数が記載されてい

る。 

（海図のアップデート） 

補正図など海図のアップデート情報が出さ

れると，海図の原版は修正される必要がある。

この原版の修正は当然ながら海上保安庁が行

うことになるのであるが，作業効率の観点か

ら，当初 UKHO は英国で修正を行うことを主張

した。しかし，英国が誤って海図を修正する

ことも考えられ，その場合，当庁が刊行者と

しての責務を果たせなくなることから，日本

側が原版の修正を行うこととなった。 

（在庫管理） 

海図は，一度に多数印刷すると印刷経費は
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安く済むが，補正図などが出された際に多く

の在庫海図を修正する必要が出る。一方，小

部数しか印刷しないと印刷経費が高くつく

が，在庫を修正する手間は少なくて済む，と

いう相矛盾する要素を持っている。日本は，

突発的に生じる需要にも耐えられるように複

製頒布者が一定量の在庫を持つようにしてい

るが，UKHO は海図の印刷を自身が行っている

ことから，急な需要が発生しても対応が容易

であるため，一回あたりの印刷部数を少なく

して，なるべく在庫を持たないように在庫管

理をしている。このように両国の在庫管理の

ポリシーは大きく異なっている。これについ

ては，双方がお互いの考え方を認め，なるべ

く尊重するよう確認するほかなかった。 

（刊行までのスケジュール） 

各地で行われている水路測量の成果などを

収集して海図を編集し海図を刊行するプロセ

スについても，日英で調整する必要があった。

特に，海図の編集が終了してから刊行に至る

までのスケジュールには両国に相当の違いが

あったため，これをすりあわせる必要があっ

た。スケジュールを合意するためには，お互

いの海図作成プロセスをしっかりと理解し，

お互いを尊重しつつ，実施可能な現実的スケ

ジュールを策定しなければならない。結果と

して，通常の海図とデュアルバッジ海図では

工程がかなり異なることとなったため，海図

作成に至る日本側の業務工程は複雑化した

が，これはやむを得ないことである（５節に

具体的なスケジュールを示す）。 

また，デュアルバッジ海図は英国で印刷す

るため，完成直前に新しい情報を加えて海図

編集をやり直す，といった柔軟な業務体制は

組めない。このため，海図編集の工程管理に

は従来以上に神経を払う必要がでている。 

（海図の色数） 

 一般的に，海図は黒，マゼンタ，シアン，

地色（灰色若しくは黄茶色）の４色を用いて

印刷されている。海図を印刷する際には，そ

れぞれの色について版を作成し，印刷を行う

のである。色数が増えると，版を作成する工

程が増加し，また印刷機によっては印刷に時

間がかかる（印刷機の中には４色までしか同

時に印刷できないものがある）。日本の海図

はほとんどの場合４色刷りであるが，ごく一

部の海図にはこの４色以外に緑色が用いられ

ており５色刷りとなっている。これに対し，

英国が保有している印刷機は４色対応である

ことから，５色刷りをなんとか４色にして欲

しい旨要望があった。４色刷りの機械で５色

の海図を印刷するためには，２回印刷機にか

けなければならず，その間インクが乾くまで

待たなければならないため，効率が著しく低

下するからである。両国で話し合った結果，

緑色の部分は黄茶色とシアンを重ね合わせる

こととなった。（つづく） 

 

 

 

 

               

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


